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細胞を構成する分子の熱エネルギーを奪い、運動エネルギーを限りなく0にすることに

より、細胞の時間を停止できる。一方で細胞を氷点下に曝すことは細胞内外に氷晶形成

を促し、細胞膜、細胞内小器官を物理的に破壊し、細胞を死滅させる。この場合、細胞の

停止した時計は再び時を刻むことはない。この止まった時計に再び時を刻ませるために

は細胞内外での氷晶形成による障害を防ぐ必要がある。氷晶形成には細胞内外の自由

水が関与しており、これを阻害する化学物質が耐凍剤として使用されるようになった。耐

凍剤は細胞膜を透過し、水分子と置換される細胞膜透過型耐凍剤(DMSO、ethylene

glycol: EG、propanediol: PrOHなど)と、細胞膜を透過できず細胞外に存在する細胞

膜非透過型の耐凍剤とに大別される。さらに、この細胞膜非透過型の耐凍剤は細胞外

の浸透圧を上昇させ、細胞内自由水の細胞外への移行（脱水）を促進する比較的分子

量の小さな単糖類、二糖類(sucrose, raffinose, trehaloseなど)と高分子物質(血清タ

ンパク、PVPなど)とに分類されている。これらの耐凍剤を組み合わせて、細胞内外の氷

晶形成を防ぎ、細胞への物理的な障害を回避する。一方で、高濃度の耐凍剤への暴露

による化学的障害の軽減も考慮する必要がある。卵子凍結保存技術の開発の概要を紹

介し、実習を行う。

日時：2022年11月10日（木） 9：00～12：00

場所：S1-102教室 （生命工学科学生実験室）

「卵子の凍結保存」

https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZwrce2vpjMjEtMNP7YDLxRPnKZt-AxowJq2

